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平成23年10月末現在の

人口の動き
●人口 14,201人（前月比＋5人）	 男 7,106人（＋3人）
　� ●世帯数 4,222世帯（前月比＋6世帯）
　　　 　　　　（前年比＋103人）	 女 7,095人（＋2人）

●●●●  主な内容  ●●●●

せいろう秋まつり　
文化の日記念式典開催……………… 　２P
長寿文化研修会開催………………… 　４P
まちなか防災訓練…………………… 　６P
交通安全ＮＥＷＳ…………………… 　８P
町の動向……………………………… １０P
消費生活通信………………………… １２P
がんばってます！東港立地企業…… １３P
おしらせ……………………………… １４P
アルビレックス新潟情報…………… ２２P
ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ… ……… ２３P
みんなの広場………………………… ２４P

December  No.425121212広報せいろう
2011

10月29日（土）に聖籠中学校で開催された「開校10周年記念式典」にて
全員参加で行われた『人文字プロジェクト』の様子。
校章は聖中生徒及び職員、“１０”は来賓等式典来場者が担当しました。

聖中フェスティバルでの緑丸との写真撮影コーナー
一緒に写真を撮ってくれた皆さん、ありがとうございました。

感謝と新たな決意の心で



広報聖籠 H23.12　2日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

表彰された皆様

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示菊花展示芸能歌謡祭（わらべ）

’11’11

　
十
一
月
二
日
、
三
日
に
せ
い
ろ
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
ら
し
い
気
ま
ぐ
れ
な
天
候
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
民
謡
流
し
が

中
止
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
文
化
祭
、
芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興

祭
な
ど
に
は
大
勢
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
三
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化

の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ

　
の
他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
又
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績

　
が
顕
著
な
方

○
町
の
文
化
芸
術
振
興
に
尽
力
し
た
方

　
　

阿　

部　

昌　

彦
（
村
上
市
）

○
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
方

　
　

鈴　

木　

大　

輔
（
東
港
５
丁
目
）



3　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

受賞者を代表してあいさつされる阿部様（村上市）

町民茶会 将棋大会 農業振興祭

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
方

　
　

齋　

藤　

冨　

一
（
山　

倉
）

　
　

伊　

藤　

正　

雄
（
二
本
松
）

　
　

鈴　

木　

信　

二
（
別　

條
）

　
　

櫻　

井　

七
五
郎
（
大
夫
興
野
）

　
　

阿　

部　

純　

一
（
蓮　

潟
）

　
　

森　

田　
　
　

勉
（
蓮　

潟
）

　
　

諏　

方　

孝　

雄
（
蓮　

潟
）

　
　

有　

田　

昭　

夫
（
亀　

塚
）

　
　

野　

村　

勝　

亀
（
亀　

塚
）

◎
表
彰
状
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
団
体

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
（
ク
ラ
ブ
）
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
団
体

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ス
ポ
ネ
ッ
ト
せ
い
ろ
う

　

平
成
23
年
度
新
潟
県
知
事
表
彰
の
「
一
般
功
労
者
表
彰
」
に
お
い

て
、
亀
塚
の
髙
松
春
雄
さ
ん
が
、
町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に
渡
る

地
方
自
治
に
対
す
る
ご
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
松
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
の
初
当
選
以
来
、
連
続
７
期
28
年
の
永

き
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
、
特
に
平
成
15
年
９
月
か

ら
平
成
21
年
２
月
ま
で
の
５
年
間
は
議
長
と
し
て
、
議
会
の
牽
引
役

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

髙
松　

春
雄
さ
ん

　
　
　

68
歳
（
亀
塚
）

平成２３年度
新潟県知事表彰
受賞おめでとう
ございます



広報聖籠 H23.12　4日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

11
月
11
日
（
金
）
町
文
化
会
館
を

会
場
に
第
25
回
目
と
な
る
聖
籠
町
長

寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者
が

互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
で

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
各

集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範
的
な

活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た

め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を

讃
え
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
の
表
彰
状
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50
年

目
の
お
祝
い
）
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
か
ら
色
紙
、
町

か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
余
興
で
は
、
各

集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
歌
と

踊
り
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
に
は
あ
た
た
か
い
声
援
と

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
氏
名
は
略
し
た
文
字
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

戸
籍
の
掲
載
内
容
と
多
少
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

聖籠町長寿文化研修会開催
大会スローガン

楽しく魅力あるクラブづくりに努めよう
創造と連帯の輪を広げて、心豊かな２１世紀を

被表彰者名 所属会名（行政区）
水戸部　文　雄 鶴　寿　会（真　野）

神　田　悦　子 蛍　雪　会（丸　潟）

小　川　益一郎 寿　　　会（山　倉）

髙　橋　トクミ 新　生　会（山大夫）

池　田　絢　子 鶴　老　会（三　賀）

髙　松　岩　顯 なかよし会（正　庵）

長谷川　二三男 浦 島 の 会（蓮　潟）

髙　口　昌　子 浦 島 の 会（蓮　潟）

羽　賀　文　枝 長　生　会（藤　寄）

広　瀬　吉　夫 旭　　　会（旭ヶ丘）

被表彰者名 所属会名（行政区）
堀　　　豊次郎 はまなす会（網代浜）

渡　邉　アイ子 はまなす会（網代浜）

渡　邉　キ　ミ はまなす会（網代浜）

渡　邊　美榮子 鶴　亀　会（亀　塚）

島　村　智　子 鶴　亀　会（亀　塚）

伏　見　日出子 鶴　亀　会（亀　塚）

伊　藤　イミ子 つ く し 会（次第浜）

宮　下　　　晃 つ く し 会（次第浜）

小　菅　トシ子 つ く し 会（次第浜）

●役職（地元老人クラブの役職として５年以上）により表彰された方� （敬称略）

役職表彰を代表受理される堀豊次郎様（網代浜）模範者として表彰を代表受理される齋藤孝様（三賀）



5　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

被表彰者名 所属会名（行政区）
武　田　春　美 鶴　寿　会（真　野）

肥田野　晃　子 寿　　　会（山　倉）

佐　藤　ヤ　イ 緑　　会（本諏訪山）

小　柳　和　子 新　生　会（山大夫）

齋　藤　　　孝 鶴　老　会（三　賀）

渡　邉　芳　子 長　寿　会（二本松）

新　保　花　子 なかよし会（外　畑）

二　宮　ミ　ネ 千　歳　会（蓮　野）

江　口　和　子 長　生　会（藤　寄）

長谷川　ツ　イ 長　生　会（藤　寄）

髙　橋　秀　二 浦 島 の 会（蓮　潟）

被表彰者名 所属会名（行政区）
長谷川　　　麗 浦 島 の 会（蓮　潟）

山　田　敏　夫 はまなす会（網代浜）

渡　邊　キ　ツ はまなす会（網代浜）

髙　橋　ハルイ はまなす会（網代浜）

澤　田　マサ子 鶴　亀　会（亀　塚）

細　貝　昭　子 鶴　亀　会（亀　塚）

海　津　広　子 鶴　亀　会（亀　塚）

田　村　イワノ つ く し 会（次第浜）

中　野　キクエ つ く し 会（次第浜）

鈴　木　　　博 つ く し 会（次第浜）

●模範者（地元老人クラブの会員として 10 年以上率先して活動）として表彰された方�（敬称略）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
長谷川  孝・サト 新　生　会（山大夫）

阿 部 　 要 ・ ナ ミ 新　生　会（山大夫）

岩 崎 久 雄 ・ ミ ヨ 子 千　歳　会（蓮　野）

肥 田 野 久 雄 ・ 良 子 喜　楽　会（杉谷内）

前 田 静 夫 ・ み つ 子 長　生　会（藤　寄）

渡 邊 幸 次 ・ ハ ル ヨ はまなす会（網代浜）

渡 邉 健 吉 ・ ト シ はまなす会（網代浜）

渡 邊 　 忠 ・ ト ク エ はまなす会（網代浜）

渡 邉 春 二 ・ マ サ 子 はまなす会（網代浜）

夫婦氏名 所属会名 （行政区）
渡 邊 富 男 ・ リ イ 子 鶴 亀 会（亀　塚）

成 田 一 夫 ・ 政 子 鶴 亀 会（亀　塚）

皆 川 皆 男 ・ 厚 子 鶴 亀 会（亀　塚）

平 野 辰 次 ・ ヤ ヨ つくし会（次第浜）

佐々木敏治・サキエ つくし会（次第浜）

鈴 木 勝 男 ・ ミ ヨ つくし会（次第浜）

本 田 金 安 ・ 末 つくし会（次第浜）

宮 下 勝 彦 ・ 康 子 つくし会（次第浜）

鈴 木 　 博 ・ ア イ 子 つくし会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦� （敬称略）

楽しい余興が披露されました。 金婚夫婦代表、宮下勝彦様・康子様（次第浜）



広報聖籠 H23.12　6日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

10
月
16
日
（
日
）、
聖
籠
町

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
9
時
の
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
町
内
全
集
落
で
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
発

生
直
後
に
先
ず
身
の
安
全
を
確

保
し
、
家
族
等
の
安
否
を
確
認

す
る
と
と
も
に
情
報
収
集
、
そ

し
て
隣
近
所
の
安
否
確
認
、
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
方
々
の
救
出
・
搬
送
な
ど
、

地
域
の
人
た
ち
が
助
け
合
い
な

が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
く
の
集
落
で
火
災

発
生
直
後
の
初
期
消
火
と
し

て
、
日
常
に
お
い
て
使
う
こ
と

の
無
い
消
火
器
、
消
火
栓
な
ど

を
使
っ
た
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い
？

地
域
住
民
の
安
否
を
確
認

　

住
民
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
避
難
で
き
る
よ
う
安

否
確
認
訓
練
が
32
集
落
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
タ
ン

ス
が
倒
れ
た
り
、
物
が
落
下
し

た
り
と
い
う
状
況
が
お
こ
り
ま

す
。
い
ざ
避
難
し
た
く
て
も
タ

ン
ス
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、

怪
我
を
し
た
り
で
動
け
な
い
状

態
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
助

け
合
い
で
、
よ
り
多
く
の
尊
い

命
を
救
う
た
め
に
、
隣
近
所
の

人
の
安
否
を
確
認
す
る
体
制
づ

く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
避
難
開
始
後
に
安

否
確
認
担
当
者
が
隣
近
所
の
家

に
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
な
い

か
、
各
戸
に
声
を
掛
け
な
が
ら

の
安
否
確
認
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
安
否
確
認
の
際
に
発

見
し
た
負
傷
者
を
避
難
途
中
の

人
に
協
力
を
求
め
て
搬
送
す
る

訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

要
援
護
者
を
救
え

リ
ヤ
カ
ー
な
ど
で
搬
送

　

自
力
で
避
難
で
き
な
い
寝
た

き
り
の
方
や
、
障
害
を
持
っ
た

方
々
な
ど
を
地
域
住
民
が
協
力

し
て
避
難
さ
せ
る
訓
練
が
10
集

落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
開
始
後
に
要
援
護
者
担

当
者
が
要
援
護
者
宅
へ
急
行

し
、
担
架
、
リ
ヤ
カ
ー
、
車
椅

子
な
ど
を
用
い
た
様
々
な
形
で

の
救
出
、
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、『
集

落
内
で
要
援
護
者
が
ど
こ
に
い

る
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
確
認

し
た
方
が
い
い
』
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
が
来
る
ま
で
に
初
期
消
火

　

災
害
に
よ
る
火
災
発
生
を
想

定
し
、
住
民
の
協
力
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
が
31
集
落
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
電
話
不

旭ケ丘集落

旭ケ丘集落

亀塚集落 亀塚集落

山大夫集落

地
域
の
災
害
対
策
を
強
化

地
域
・
住
民
主
体
の
防
災
訓
練
を
実
施

地
域
・
住
民
主
体
の
防
災
訓
練
を
実
施



7　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

通
、
道
路
陥
没
な
ど
で
消
防
機

関
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
現
場
の
地
域
住
民
に

よ
る
初
期
消
火
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

当
日
は
消
防
署
員
、
消
防
団

員
の
指
導
の
も
と
、
日
常
に
お

い
て
使
う
こ
と
の
無
い
消
火
器

に
よ
る
消
火
、
消
火
栓
を
使
っ

た
放
水
、
住
民
の
協
力
に
よ
る

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、『
非
常

に
い
い
訓
練
に
な
っ
た
。
多
く

の
住
民
に
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
』、『
消
火
器
も
正
し
く
使
わ

な
い
と
消
火
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
っ
て
有
意
義
だ
っ
た
』
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

まちなか防災訓練アンケートでいただいた
意　見 ・ 要　望

山大夫集落

　今回で 5 回目となるまちなか防災訓練には全集落合
わせて 2,087 名（屋外訓練参加者数）の多くの皆さん
から参加をいただいて有意義な訓練が行われました。
　まちなか防災訓練について、全集落区長にアンケー
ト調査を実施しました。
　これは、これからの聖籠町の防災行政への取組方針
の参考とするもので、今回のまちなか防災訓練の参加
を踏まえ、地域防災力の強化に向けた積極的な意見、
提案も寄せられました。
　アンケートでいただいた意見を紹介します。

●地震発生時安全確保訓練
　家具の固定の必要性について考えるきっかけとなっ
た。
　具体的な行動方法が提示されており、行動しやすか
った。
●地震情報収集訓練
　受信機から雑音で放送が入らなかったり、聞き取れ
ないときがあった。
　早期の状況把握は困難と思われる。
　受信機が設置されていない家庭や使用方法がわから
ない参加者がいたので、町で周知してもらいたい。
　受信機の電源を入れていない家庭が多いのではない
か。
●避難情報伝達訓練
　集落内の約半数で放送が聞き取れなかった。
　無線は使用せず、ハンドマイクを使用して集落内で
周知・誘導した。
　情報伝達を迅速に行うため、区長宅に送信機を設置
したらどうか。
　雑音が多く風向きにより、聞き取りにくい。
　扉が二重で時間がかかり、使用しにくい。
●安否等確認訓練
　防災リーダー（各班長）に班内全戸訪問してもらい

安否確認と訓練への参加を呼び掛けた。
　避難方法説明の良い機会となった。
　来年は集落内でもう少し打合せが必要と思った。
●要援護者避難訓練
　もう少し真剣に行動ができるよう今後工夫していき
たい。
●初期消火訓練
　実際に消火器を使用して訓練ができて良かった。
　消防署員（団員）から正しい使用方法を聞くことが
できた。
　女性の方に訓練してもらう機会ができて良かった。
　初めて消火栓からの訓練を行い、関心をもってもら
えた。
●炊き出し訓練
　毎回実施しているが、防災について話し合える場が
でき、有意義だった。
●救命講習
　集落独自で実施した。
●全体を通して
　来年は水消火器で消火訓練をしたい。
　年々参加者が減る傾向にあり、全体的に緊張感がな
い様に思われた。
　東日本大震災からの教訓として、来年は炊き出し訓
練の実施について検討したい。
　津波に関する避難マップを早めに配布してもらいた
い。
　津波に関する訓練を実施したいので早めに避難場所
を決めてもらいたい。
　参加者が固定化している。多くの方に参加してもら
うのが今後の課題。
　避難所までの経路を確認したことで、有事の際にお
ける行動を把握できた。



広報聖籠 H23.12　8日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎27ー1962（直通）

交 通
安 全
vol.115

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況
区分

年

10月 1月〜 10月（累計）
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成23年 7 0 8 56 1 71
平成22年 3 0 3 43 0 45
増　減 +4 0 +5 +13 +1 +26

交通安全指導員合同研修会が開催されました！
　10 月 28 日（金）、町役場で、新発田地区交通安全連絡協議会主催の交通安全指導員合同研修会が開催されました。
　研修会には、聖籠町と新発田市の交通安全指導員が参加し、意見交換や規律訓練、笛と誘導棒を使用した交通
安全誘導訓練が、新発田警察署と新発田地区交通安全協会の指導協力のもと行われました。
　意見交換では「指導員としての心構え」という議題でグループ討議が行われました。指導員の皆さんからは、
交通安全に対する熱い思いが発表され、有意義な研修会となりました。これからも、町の交通安全のためによろ
しくお願いします。

【交通講話を真剣に聴講】

スローガン� 実施期間：12月11日（日）～12月20日（火）

「 冬の道 あせらずゆっくり 安全運転 」
　この運動は、年末が近づくと、人や車の動きが慌ただしくなり、
冬型の気候や飲酒機会が増加等により、交通事故の多発が懸念され
ることから、一人ひとりが交通ルールの遵守と正しい交通マナーを
実践することによって交通事故防止の徹底を図ることを目的に実施
しています。

冬の交通事故防止運動が実施されます！

仲間を探してま～す！
　現在、町では６名の交通安全指導員が、交通事故防止
や交通安全の思想普及のため活動しています。これまで
以上に充実した活動ができるよう、同じ志をもつ仲間を
探しています。
　少しでも興味がある方は、生活環境課までお問い合わ
せください。

【 運動の重点 】
◆ 飲酒運転の根絶
◆ 高齢者の交通事故防止
◆ シートベルトとチャイルド
　 　　　シートの着用の徹底

【交通安全誘導訓練】【規律訓練】【熱い思いを…グループ討議】



9　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　１０月９日（日）に町民会館文化会館において、聖籠町、新潟県及び新潟地方気象台が主催となり“東日本大
震災から津波防災を考える”というテーマに基づき「平成２３年度 津波セミナー」を開催しました。
　これは、３月１１日に発生した東日本大震災での、東北地方沿岸部に未曾有の被害をもたらした“震災に伴う津
波”により、町民の皆様や聖籠町で勤務される方々の津波への関心が高くなってきたことから開催しました。
　セミナー当日には、県内から約５００名の参加者が来場し、気象庁精密地震観測室 橋本室長と群馬大学大学院 
片田教授の講話を真剣に聞いていました。
　町民の皆様においては、海に面している町として津波への不安は大変大きいものと思われます。災害はいつ発
生するかわかりません。有事の際には、想定にとらわれることなく、最善を尽くせるよう、これからも防災意識
を高めていただけるようお願いいたします。

　１０月６日（木）に新発田市生涯学習センターにおいて、安全安心まちづくり in 新発田・聖籠 2011 が開催さ
れました。
　これは、新発田地区防犯連合会が主催したもので、聖籠町と新発田市における犯罪の防止と安全で安心して暮
らせる地域社会の実現を目指して、地域における防犯功労者の表彰や防犯講話を目的としたものでした。
　２部構成からなる会となっており、１部の表彰式では、町からは町内の防犯活動を積極的に推進し活動してい
る団体として、宮尾 良信氏が代表を務める「あい＆ゆう IN 聖籠」が防犯功労者団体表彰を受賞しました。
　２部からは、新潟県警本部の振り込め詐欺の被害防止講話と、新潟落語会に所属し新潟県の防犯アドバイザー
を務める三流亭楽々氏の防犯落語があり、時には真剣に、また時には大爆笑の会となりました。
　「あい＆ゆう IN 聖籠」は現在、一緒に活動してくれるメンバーを探しているとのことでした。町の防犯団体と
してより一層のご活躍を祈念いたします。これからもよろしくお願いします。

防犯活動が評防犯活動が評価価！！

「あい＆ゆうIN聖籠」功労者団体として表彰

地震が起きたら
高いところへ
避難しましょう！

想定外を生き抜くために…想定外を生き抜くために…

平成２３年度津波セミナーを開催



広報聖籠 H23.12　10日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

11
月
8
日
（
火
）

■
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
最
終
答

申
　

町
の
行
政
経
営
の
指
針
と
な
る
第

４
次
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
、
町

行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
委
員
長
：

新
潟
大
学
法
学
部　

田
村
秀
副
学

部
長
）
か
ら
町
に
対
し
、
最
終
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
年
度
内

に
大
綱
と
実
施
計
画
を
策
定
し
、
新

年
度
か
ら
集
中
的
に
行
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

保
健
福
祉
課

10
月
19
日
（
水
）

■
第
1
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
む
し
歯
予
防
事
業
（
フ
ッ
化
物

利
用
事
業
）
や
予
防
接
種
事
業
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
は
貴
重
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
観
光
課

10
月
18
日
（
火
）

■
第
２
回
聖
籠
町
農
業
基
本
条
例
検

討
委
員
会
開
催

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
事
務
局
か

ら
資
料
を
も
と
に
町
農
業
の
現
状
な

ど
の
概
要
説
明
を
し
た
後
、
条
例
に

盛
り
込
む
内
容
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、消
費
者
の
立
場
、

農
業
者
の
立
場
か
ら
「
安
全
安
心
な

農
産
物
の
生
産
」、「
基
盤
整
備
の
推

進
」
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
議
さ
れ
た
議
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
前
回
の
議
事
録
に
つ
い
て

・
農
業
関
係
資
料
の
質
疑
に
つ
い
て

・
農
業
基
本
条
例
の
内
容
検
討
に
つ

　

い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
原
稿
に
つ

　

い
て東

港
振
興
室

10
月
18
日
（
火
）

■
第
44
回
新
潟
県
地
方
港
湾
審
議
会

（
新
潟
港
の
港
湾
計
画
一
部
変
更
）

　

新
潟
東
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
輸
送

の
効
率
化
や
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
鉄
道
乗
り
入
れ
と

コ
ン
テ
ナ
置
き
場
の
改
善
を
図
る
港

湾
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
新
潟
県
地

方
港
湾
審
議
会
に
諮
ら
れ
計
画
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
国

土
交
通
省
の
審
議
会
に
諮
ら
れ
正
式

決
定
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
鉄
道

乗
り
入
れ
は
国
内
初
め
て
で
あ
り
、

貨
物
輸
送
方
法
の
選
択
肢
が
広
が
り

新
潟
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
更
に
高

ま
る
こ
と
と
な
る
他
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
が
少
な
い
鉄
道
輸
送
は
環
境

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
新
潟
東
港

の
振
興
と
産
業
基
盤
の
形
成
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
並

び
に
新
潟
県
へ
要
望
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
具
体
整
備
に
向
け
て
要

請
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
26
日
（
水
）

■
民
主
党
本
部
へ
要
望
書
を
提
出

　

新
潟
県
内
の
港
湾
所
在
自
治
体
で

組
織
す
る
新
潟
県
港
湾
協
会
は
こ
の

度
、
民
主
党
本
部
に
対
し
て
新
潟
港

の
日
本
海
側
拠
点
港
選
定
及
び
港
湾

と
海
岸
の
整
備
促
進
等
に
関
し
て
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
港
は
国
際
貿
易
及
び
国
内
物

流
の
日
本
海
側
最
大
の
拠
点
港
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地

域
の
安
全
・
安
心
も
含
む
港
湾
や
海

岸
の
整
備
は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変

重
要
な
も
の
で
す
。



11　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

今
後
も
新
潟
東
港
の
振
興
、
整
備

促
進
に
向
け
て
国
・
県
・
市
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

上
下
水
道
課

10
月
28
日
（
金
）

■
埋
設
物
災
害
防
止
の
た
め
に

　

聖
籠
町
埋
設
物
災
害
防
止
連
絡
協

議
会
で
は
、
視
察
研
修
会
と
し
て
、

東
北
電
力
の
協
力
を
得
て
、
山
形
県

酒
田
市
の
酒
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
有
害
物
質
で
あ
る
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
を
無
害
化

し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
施
設
）・
酒
田
共

同
火
力
発
電
所
（
石
炭
火
力
発
電
）・

サ
ミ
ッ
ト
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
（
風
力

発
電
）
の
３
箇
所
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
協
議
会
で
は
、
例
年
、
埋
設
物

関
連
の
災
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、

視
察
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

行
っ
て
い
る
、
日
頃
か
ら
の
災
害
防

止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
地

の
担
当
者
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

安
全
面
・
環
境
面
へ
の
影
響
を
十

分
考
慮
し
、
最
新
の
技
術
を
取
り
入

れ
た
現
場
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
会
員
事
業
者
が
、
災
害
防
止
に

つ
い
て
学
ぶ
べ
き
点
の
多
い
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

■
緊
急
時
用
飲
料
水
を
購
入
し
ま
し

た

  

上
下
水
道
課
で
は
、
災
害
時
に
対

応
す
る
た
め
に
今
年
度
か
ら
緊
急
時

用
飲
料
水
の
購
入
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
水
は
、
５
年
間
保
存
で
き
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
で
す
。
震
災
等
の

自
然
災
害
に
よ
る
給
水
停
止
等
の
緊

急
時
に
対
応
す
る
た
め
に
毎
年
１
ト

ン
程
度
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
を
購
入

し
、
緊
急
時
に
飲
料
水
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
保
存
水
と
し
て
保
管
し

て
い
き
ま
す
。

役
場
上
下
水
道
課
（
上
水
道
管
理

棟
） 

水
道
係

☎
２
７

－

５
１
４
１

学
校
教
育
課

10
月
24
日
（
月
）

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
職
員
の
社
会

　

教
育
主
事
の
併
任
に
つ
い
て

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た

■
学
校
訪
問
及
び
訪
問
会
食

　

10
月
7
日
（
金
）

　

亀
代
こ
ど
も
園
訪
問

農
業
委
員
会

10
月
25
日
（
火
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
20

回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

　

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

　

可
申
請
に
つ
い
て

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
自
治
体
の
支
援

と
し
て
、
11
月
14
日
か
ら

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
役
場
へ

町
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
震
・
津

波
に
よ
る
土
地
家
屋
の
被

害
状
況
調
査
の
た
め
全
国

町
村
会
を
通
じ
て
派
遣
要

請
が
あ
っ
た
も
の
で
、
派

遣
期
間
は
１
か
月
、
１
週

間
交
代
で
２
名
ず
つ
と
な

る
予
定
で
す
。

酒田共同火力発電所 屋内貯炭場にて説明を受ける

被
災
地
支
援
の
た
め

被
災
地
支
援
の
た
め

町
職
員
を
派
遣

町
職
員
を
派
遣



広報聖籠 H23.12　12日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　役場町民課
消費生活センター

２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

消 費 生 活消 費 生 活

通 信

vol.31
12 月

こんな勧誘にご注意！

　無料点検を持ちかけ、「このままだと危ない」「修理が必要」などと不
安をあおるような説明をして高額な商品や工事の契約をせまります。シ
ロアリ駆除、耐震工事、浄水器、屋根工事、ふとん類などがあります。
ケース１　～ふとんにダニがいる 
　「羽毛ふとんの無料点検に伺いたい」と電話があり、間もなく男性２
人がやってきて、５年前に購入した羽毛ふとんを見て「ダニがいる、こ
んなふとんに寝ていると病気になる」と新しいふとんを勧められた。高
額だが契約することにした。
ケース２　～この水は危険 
　水質検査をしていると水道局の職員を名乗る人が来訪。水道水を検査
し「この水は危険なので浄水器が必要」と言われ高額の浄水器を買った。

消石灰で
失明事故

　農作業中に消石灰が目

に入り左目を失明する事

故が発生しました。

　消石灰は強アルカリ性

で、目に入ると危険です。

消石灰は土づくりには欠

かせませんが、使用の時

は注意が必要です。

点 検 商 法

催眠商法（ハイハイ商法）

　言葉巧みに近づいて、一度契約すると、必要のない工事や商品を次々
と販売して過剰な量の契約をさせます。複数の業者が入れ替わり次々と
販売します。
ケース１　～リフォーム工事 　
　「排水口の点検」と訪れた業者に「床下がカビだらけだ」と言われ、
床下換気扇と調湿剤の工事契約をした。その後もたびたびやってきて「床
下の支柱がもろくなっている、家が危ない」、「屋根裏の湿気で柱にひび
がはいっている」等と言われ補強工事をした。高額で支払えない。
ケース２　～展示会に誘われて 
　一人暮らしの母の家にクレジット会社からの督促状があった。調べた
ところ着物やアクセサリーの契約であることがわかった。母に聞くと友
人に誘われて展示会に行き、貰ってきたものだと言う。他にも家の中に
健康食品などがある。クレジット会社の請求書も複数あった。

次 々 販 売

　「景品をプレゼントする」「健康にいい話をする」と言って人を集め、
締め切った会場で日用品などを次々と無料で配り、雰囲気を盛り上げ興
奮状態にして、最終的に高額な商品を売りつける商法です。最近また増
加傾向にあります。
ケース１　～思わず手をあげて・・ 
　スーパーの近くで「プレゼントがあります」と声をかけられ会場まで
案内された。
　中に入ると日用品などが配られ、

「欲しい人は早い者勝ち」と次々
と手を挙げさせられ興奮状態にな
った。最後に「健康に良い高級羽
毛布団５０万円のところ、特別に
３０万円」との掛け声に思わず手を
挙げてしまった。断わることがで
きず契約した。



13　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　当社は、昭和２３年に日本石油輸送株式会社の自動車部門としてタンクローリによる輸送を開始。平成１４年１０月に
新潟市山木戸より東港地区に新潟営業所を移転いたしました。さらに本年７月に日本石油輸送グループ企業である東日
本液体物流株式会社を吸収合併し（株）エネックス新潟支店となりました。
　ガソリンや灯油、ＬＰＧなど身近な製品から地球に優しい環境対応エネルギーとして注目されるＬＮＧ（液化天然ガ
ス）をお客様にお届けしております。特に、ＬＮＧは都市ガスの原料として、また工場の燃料として使用され環境負荷
が低いことや高熱量であることから、近年需要が拡大しています。昭和５９年にタンクローリによるＬＮＧ輸送を開始以
来、力を入れて取り組んでいる事業であります。
　一方、危険物を大型のローリで輸送することは、一つ間違えば大事故につながります。安全を守ることが社会的な責
任であると考え、当社は ｢ 安全を仕事の中心に｣を基本理念に日本一安全な輸送会社を目指しています。また、お客様
へ安心と信頼をお届けできるようより質の高いドライバーの育成を目指し乗務員研修も定期的に実施しています。

vol.12
東港立地企業連絡協議会の会員
企業95社を順次ご紹介します。

企　業
データ

企　業
データ

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線２４２）

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、現在95社が参加し、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うこと
で技術の研鑚及び親睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉
と文化の向上に資するため活動しています。

　当社は大正 12 年に東
京深川・木場で材木商と
して創業を開始、以来お
よそ 90 年、木材関連の
流通・加工事業を主体に
発展してまいりました。
　当地新潟東港では平成

元年に木材の原木・製品置場用地を取得、その後平成 2 年と平成 14 年に
倉庫を建設し、野積場と併せてテナント様（日本通運株式会社様）にご利
用頂いております。現在これらの施設では木材関連以外の商品保管も進め
ており、テナント様を通じ商品保管等ご用命頂ければ幸甚です。
　また、当グループでは、適正な森林管理による原木の生産からプレカッ
ト加工、集成材の製造等に至るまで、一貫体制で木材の高度利用を実現
することで、森林の保全と事業活動の両立を目指しております。
　ぜひ、木材のご用命、利用方法・取扱に関するご要望等、何なりと問
い合わせください。

株式会社 エネックス新潟支店
所在地：聖籠町東港６－２２０７－４
  ☎  ：０２５－２５６－３３５５
FAX：０２５－２５６－３３６６
ホームページアドレス：
　　　 http://www.jot.co.jp/enex.html

株式会社 江間忠ホールディングス
所在地：東京都中央区晴海三丁目3番3号
  ☎  ：０３－３５３３－８２３３
FAX：０３－３５３３－８２４３
ホームページアドレス：http://www.emachu.co.jp

施設所在地　聖籠町東港３丁目３５３－７



広報聖籠 H23.12　14日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

 　　

《相談事業》
ところ　役場１階
消費生活相談室
◆行政相談
　13日（火）
　午前９時３０分～１１時
　 役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　７日（水）、21日（水）
　午後１時～４時
◆弁護士相談
　22日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎２７－６７６７

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○１歳２か月児歯科健診
　１２日（月）午後１時１５分～
○１歳６か月児健診
　１５日（木）午後１時１５分～
○乳児健診
　１６日（金）午後１時１５分～
◆学級
○マタニティーママの
　リフレッシュ教室
　１３日（火）午前９時３０分～

12 月 の 行 事

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

1
日	

新
潟
県
信
用
保
証
協
会
理
事

会（
財
）新
潟
県
市
町
村
振
興
協

会
理
事
会

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

3
〜
4
日　

全
国
町
村
会
「
町
イ
チ

！
村
イ
チ
！
２
０
１
１
」

6
日	

区
長
会
議

11
日
〜　

12
月
議
会
定
例
会（
予
定
）

20
日	

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

22
日	

農
家
組
合
長
会
議

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O RMA T I O N

I N F O RMA T I O N

 役場総務課　広報広聴係（内線２２８）

経済センサス - 活動調査にご協力をお願いします
　平成 24 年経済センサス - 活動調査が平成 24 年 2 月 1 日を調査

基準日として行われます。この調査は我が国の全産業分野におけ

る事業所及び企業の経済活動の実態を明らかにする調査であり、

『経済の国勢調査』ともいえるものです。

　支社・支店等のない単独事業所及び新設の事業所については、

調査員が平成 24 年 1 月中に調査票を配布し、2 月から調査票の回

収に伺います。支社・支店等を有する企業については、本社へ支社・

支店等の調査票を含めて郵送送付し、本社

からまとめて提出いただく方法（本社一括

調査）で行います。

　調査の対象となる事業者の皆様方には、

調査へのご理解とご支援をよろしくお願い

いたします。

　冬期間は、水道凍結による破損防止のため、水道の元栓を閉めます
ので一部の児童遊園・児童広場の水道・トイレが使えなくなります。

　閉栓期間　１２月１２日（月）～来年３月３１日（土）　

※ 本諏訪山児童遊園、旭ケ丘児童遊園は除きます。
役場保健福祉課（保健福祉センター）子ども家庭相談係

☎２７－６５１１

児童遊園・児童広場の水道・トイレが使えなくなります



15　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

10 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　 行政区

藤　寄
　羽　賀　拓

たく

　也
や

 さん
（　林　）美

み

　里
さと

 さん ｝

	 氏　名	 年齢	 行政区

髙　橋　ハルノ さん	（84 歳）	 真　野

髙　橋　フクイ さん	（84 歳）	 次第浜

三　浦　八
や え の

重乃 さん	（85 歳）	 旭ケ丘

石　田　サ　イ さん	（79 歳）	 蓮　潟

大　倉　善
よし

　男
お

 さん	（82 歳）	 山　倉

渡　邉　清
きよ

　忠
ただ

 さん	（78 歳）	 次第浜

髙　橋　ハ　ツ さん	（87 歳）	 本諏訪山

阿　部　　 茂
しげる

さん	（91 歳）	 中ノ橋

髙　橋　成
まさ

　江
え

 さん	（36 歳）	 次第浜

宮　澤　フ　ミ さん	（97 歳）	 網代浜

ごめいふくをお祈りします
死 亡

道賀新田
（佐　野）　 順

すなお

さん
　加　藤　美

み

　郷
さと

 さん ｝

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

海
み

蘭
らん

 ちゃん	（高松　新二）	 亀　塚

美
み ゆ

優 ちゃん	（髙口　彰太）	 藤　寄

陽
ひ な た

菜向 ちゃん	（髙橋　直人）	 山諏訪山

紗
さ き

希 ちゃん	（菅野　和之）	 尾沢ケ丘

心
こ

花
はな

	 ちゃん	（細貝　泰成）	 亀　塚

純
じゅ

愛
な

	 ちゃん	（森田　　諒）	 山　倉

来
らい

華
か

	 ちゃん	（平野　信晴）	 次第浜

七
なな

海
み

	 ちゃん	（荻野　寛章）	 正　庵

蓮
れん

 ちゃん	（齋藤　博之）	 杉谷内

知
とも

輝
き

 ちゃん	（神田　正志）	 蓮　潟

桃　山
　冨　樫　和

かず

　成
なり

 さん
（本　間）布

のぶ

　子
こ

 さん ｝

　

寒
さ
が
増
し
、
水

道
管
が
凍
結
す
る

恐
れ
の
あ
る
時
期
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

水
道
管
を
保
温
す
る

な
ど
、
凍
結
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。ま
た
、

雪
が
水
道
メ
ー
タ
ー

付
近
に
積
も
る
と
、

検
針
に
障
害
が
出
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
周
り
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
水
道
管
は
寒
さ
に
弱
く
、
管
の
中

の
水
が
凍
結
し
て
水
道
管
が
破
裂
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

・
む
き
出
し
に
な
っ
た
水
道
管

・
日
の
あ
た
り
に
く
い
場
所
に
あ
る

水
道
管

・
風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
水

道
管

な
ど
は
凍
結
の
可
能
性
が
高
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
道
管

そ
の
も
の
が
露
出
し
て
い
な
く
て

も
、
蛇
口
か
ら
冷
気
が
伝
わ
っ
て
凍

結
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
水
道
管
の
凍
結
は
次
の
よ
う
な
場

合
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

・
気
温
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
っ

た
と
き

・
真
冬
日
が
続
く
と
き

・
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

・
風
が
強
い
と
き

　

こ
う
し
た
状
況
が
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、特
に
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
道
管
の
凍
結
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
主
に

・
水
道
メ
ー
タ
ー
そ
ば
に
あ
る
元
栓

を
締
め
て
か
ら
蛇
口
を
開
け
、
水

道
管
内
部
の
水
を
抜
く
。

・
タ
オ
ル
や
古
い
布
切
れ
、
保
温
材

な
ど
を
水
道
管
や
蛇
口
に
巻
き
つ

け
て
、
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
で

ぬ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
。

・
蛇
口
か
ら
少
し
ず
つ
水
を
出
し
続

け
る
。

と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
も
し
、
水
道
管
が
凍
結
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
水
道
管
や
蛇
口
に

タ
オ
ル
を
当
て
て
、
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
と
き
、
急
に
熱
湯
を
か
け
て
し
ま

う
と
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
凍
結
部
分
が
屋
内
で
あ

る
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
で
凍
結

部
分
の
あ
る
部
屋
を
暖
め
る
と
い
っ

た
方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
破
裂
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
そ

ば
に
あ
る
元
栓
を
締
め
て
水
が
出
な

い
よ
う
に
し
て
か
ら
、
聖
籠
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
の
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

聖
籠
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
上
下
水
道
課
（
上
水
道
管
理

棟
）

☎
２
７

−

５
１
４
１

入　札　結　果� 入札日　平成23年10月4日～10月25日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 弁天潟風致公園造成工事 聖籠町大字蓮野地内 12,915,000 ㈱聖路総合 平成24年3月18日 指名競争入札

2 大夫興野地区農道改良工事 聖籠町大字大夫興野地内 6,037,500 ㈲入山建設 平成24年3月18日 指名競争入札

3 フォークリフト借上 聖籠町生ごみ堆肥化施設 1,934,100 大和リース㈱新潟営業所 平成28年11月30日 指名競争入札

4 改第 2 号 次第浜山辺川線道路改良工事（その1） 聖籠町大字次第浜地内 30,345,000 曽根建㈱ 平成24年3月28日 制限付一般競争入札

5 改第 3 号 次第浜山辺川線道路改良工事（その2）聖籠町大字次第浜地内 24,885,000 ㈱聖路総合 平成24年3月28日 制限付一般競争入札

6 山諏訪山生活道路舗装修繕工事 聖籠町大字諏訪山地内 1,312,500 福田道路㈱新発田営業所 平成23年12月15日 指名競争入札

7 消雪パイプ保守点検業務委託 聖籠町内一円 1,648,500 ㈱聖籠第一設備 平成23年12月5日 指名競争入札

水
道
も

冬
支
度
を

お
願
い
し
ま
す



広報聖籠 H23.12　16日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

後期高齢者医療制度のお知らせ

Vol. ６　高額医療・高額介護合算制度について
　高額医療・高額介護合算制度とは、１年間の医療費と介護サービス利用料の自己負担額が高額に
なった方の負担を軽減することを目的とした制度です。
　この制度は、毎年８月１日から翌年７月３１日までの１年間分を対象期間としています。
今回申請していただく対象は、平成２２年８月１日から平成２３年７月３１日までの１年間の医療費
と介護サービス利用料です。

支給対象者について
　次の①・②の条件をどちらも満たす場合に、支給の対象となります。

① 同一世帯内の後期高齢者医療制度加入者で、対象期間内に『医療費』と『介護サービス利用料』
の両方の自己負担があった。

② ①の自己負担額の合計（高額療養費や高額介護サービス費として払い戻された額を差し引いた額）
が下表の自己負担限度額を超えた。

※ 同一世帯であっても、後期高齢者医療制度に加入していない家族の自己負担額を合計することはでき
ません。また、食事代や居住費などは含みません。

所得区分（※ 注） 自己負担限度額
対象期間：平成 22 年 8 月 1 日～平成 23 年 7 月 31 日

現役並み所得者 ６７万円
一　般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ ３１万円
区分Ⅰ １９万円

（※ 注）所得区分は、基準日（平成２３年７月３１日もしくは、資格喪失の前日）現在の所得に応じて適用
されます。

支給額について
　上表の自己負担限度額を超えた分
が、後期高齢者医療制度と介護保険
からそれぞれ支給されます。（超え
た分が５００円以下の場合は支給さ
れません。）

申請手続きのご案内の発送
　支給の対象となる方には、平成２３年１２月初旬以降、新潟県後期高齢者医療広域連合から申請
手続きのご案内を発送します。ただし、下記のような場合には、申請手続きのご案内が広域連合
から発送できない場合がありますので、支給対象者になると思われる場合には、町民課保険係ま
でお問い合わせください。

【平成２２年８月１日から平成２３年７月３１日までの間に…】
▼７５歳に到達するなど、後期高齢者医療制度に加入された方がいる場合。（加入前が協会けんぽなど）
▼加入者の方が亡くなられた場合。

高額医療・高額介護合算制度の支給例高額医療・高額介護合算制度の支給例
夫（79歳）、妻（76歳）・所得区分「一般」の場合
後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が病院に入院、妻が介護保険サー
ビスを利用している場合で、年間の自己負担額が高額な場合。

医療費の
自己負担額（年額）

介護サービスの
自己負担額（年額） 世帯負担の合計 申請により払い戻される額

夫 30 万円 30万円＋30万円
＝ 60 万円

60万円−56万円（限度額）
＝ 4 万円妻 30 万円



17　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　役場保健福祉課（保健福祉センター）福祉係　☎２７－６５１１

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線１１７）
　　　または　新潟県後期高齢者医療広域連合　業務課医療給付係　☎ 025-285-3222

申請手続きのながれ

【① 案　内】
　広域連合から支給対象となる方に、申請手続きのご案内を郵送します。（１２月初旬以降）

【② 申　請】
　案内に同封されている支給申請書を記入して、役場町民課保険係の窓口に提出します。

【③ 振込み】
　申請手続きをいただいた後、約２か月後に『医療費』分を、約３か月後に『介護サービス利用料』
分を、申請をいただいた金融機関の口座へ振込みます。

　町では、高齢者の生活の安定と福祉の増進を図るため、高齢者生活応援手当
（年額３，６００円）を支給しています。対象となる方で、昨年度、手当を受けて
いない方は手続が必要です。

■ 対象は、次のいずれにも該当する方対象は、次のいずれにも該当する方
・平成２３年４月１日現在、聖籠町内に住所を有する方
　（住所地特例により他市町村の介護保険施設に入所している方も対象となります。ただし、住所

地特例により聖籠町内の介護保険施設に入所している方は対象外です）
・平成 2４年３月３１日までに６５歳以上となる方
・介護保険料の未納がない方
■ 対象者のうち、申請書の提出が必要な方対象者のうち、申請書の提出が必要な方
・昨年対象者だったが、受給されなかった（申請しなかった）方
・今年度はじめて対象者（６５歳）となる方
■ 必要な手続など必要な手続など
・申請書の提出が必要な方には、別途郵送でお知らせしています。
・申請書を提出いただいた後は、保健福祉課で審査し、支給基準に該当した場合は、おおむね１

ヶ月以内に手当を支給します。

　申請書の提出期限は１１月２５日となっていましたが、期限を１２月２８日まで延長しますのでお
忘れのないよう再度確認をお願いします。

申請はお済みですか？ 高齢者応援手当申請はお済みですか？ 高齢者応援手当



広報聖籠 H23.12　18日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
  　　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止等を考えて行っています。
  　個々の要望にはすぐに対応できないため道路除雪への要望等がありましたら、
  　各集落区長さんを通じてお願いします。

 役場ふるさと整備課
☎ 27－2111（内線231）

　新発田地域振興局地域整備部
☎ 22－5114

●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重みで道
　路に垂れ下がり、除雪作業の妨げになりま
　す。このような樹木の枝切等をお願いし
　ます。

●道路に雪を出さないでください。人や車
　の交通の妨げとなり、スリップ事故のもと
　になります。

●自動車又はその他除雪作業に障害となる
　物を道路上に放置しないで下さい。除
　雪作業が出来なくなります。

●屋根の雪を道路におろす場合は、責任を
　もって処理してください。
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理してく
　ださい。
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間に
行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。



19　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

●消雪パイプは省エネのため14：00～
　15:00、16:00～17:00の間は稼動を
　停止しています
 （故障ではありませんので、ご理解をお願い
します。）

●消防施設の除雪にご協力下さい。
　消防施設等の除雪は、広域消防署や地域
の消防団が行いますが、大雪等により消防施
設の消火栓や防火井戸等の除雪が難しいこ
とがあります。災害を未然に防ぐために、隣
接の皆さんのご協力をお願いします。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします。

●道路と人家、車庫の出入り口に設置して
　ある乗り入れ板等は、除雪時重大事故に
　つながりますので必ず撤去してくださ
　い。

●道路の除雪作業中は危険ですから、除雪
　車に近づかないでください。

水道メーター検針のお願い
　水道メーター検針は、ご家庭で使用になった水量を正確に計り、水道料金または下水道使
用量を計算しなければなりません。毎月２５日から月末の間頃に検針員がお伺いしますので、
効率よく正確な検針ができるようにみなさまのご協力をお願いいたします。

お問い合わせ　役場上下水道課（上水道管理棟）　☎２７－５１４１

愛犬はメーターボックスか
ら離れたところにつないで
ください。

メーターボックスの上に物
を置かないでください。

メーターボックスの中は、
いつもきれいにしておきま
しょう。

メーターボックスが障害物等で検針ができ
ない場合は、検針しやすい場所に移してく
ださい。
（有料）

水道メーターボックス周辺の除雪にご協力
ください。



広報聖籠 H23.12　20日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

ご存知ですか？
国民年金

国民年金保険料は社会保険料控除の対象になります。

　国民年金保険料は、年末調整や確定申告の際に一年間の納付額を申告
することにより税の控除が受けられます。このため、一年間に納付した
国民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」が、日本年金機構から平成２３年１１月または平成２４年２月に
送付されます。
　年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書が必要
となりますので、申告を行うまで大切に保管してください。

不測の事態に備える保険としての年金

　国民年金は老後だけでなく、加入者が事故や病気で障害が
残った場合は「障害基礎年金」が支給され、万一死亡した場
合は、その遺族に「遺族基礎年金」が支給されます。

平成２３年度年金額（定額）

障害基礎年金 ９８６，１００円（１級）
７８８，９００円（２級）

遺族基礎年金 １，０１５，９００円（妻）
（基本額 788,900 円＋子ども１人の加算額：227,000 円の例）

老後をずっと支える終身の年金

　日本人の平均寿命は、医療技術の進歩等によって今後もさらに延びる
ことが予測されます。また、少子高齢化や核家族化が進むなかで、老後
の生活費の不安が大きくなります。
　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。

国民年金保険料には免除制度があります

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、
本人の申請によって保険料の納付が免除または猶予される制度があります。
　免除または猶予の申請は、お住まいの市町村役場か管轄の年金事務所
で受け付けます。
保険料を未納のままに放置すると、将来の老齢基礎年金を受け取ること
ができなくなったり、いざという時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受
け取ることができない場合があります。
　必ず保険料を納めるか、納めることが難しい方必ず保険料を納めるか、納めることが難しい方
　は免除・猶予の申請をしましょう。　は免除・猶予の申請をしましょう。

お問い合わせ　役場町民課　国民年金担当（内線１１１）

申請に
必要な
もの

・印鑑（認め可）
・代理人が窓口にて申請する場合は、免許証または
　保険証にて本人確認します。
・失業を理由に申請する方は、離職票または
　雇用保険受給者証の写し

伊藤教育委員長が
再選される

　教育委員会では、教育委員長及び教
育委員長職務代理者の任期満了に伴う
選挙を行いました。結果は次のとおり
です（敬称略）。
●教育委員長　伊藤　惠美子（再任）
●教育委員長職務代理者
　　　　　　　根津　慶幸（新任）
　任期は 1 年（平成 23 年 10 月 26 日～
平成 24 年 10 月 25 日）です。
　なお、現在の委員構成は下記のとお
りです。

職　名 氏　名 住所（学区）

教育委員長 伊藤 惠美子 蓮潟（山倉小
学校区）

教育委員長
職務代理者 根 津 慶 幸 次第浜（亀代

小学校区）

教育委員 諏 訪 孝 男 杉谷内（蓮野
小学校区）

教育委員 渡邉 あや子 網代浜（亀代
小学校区）

教育委員
（教育長） 伊 藤 順 治

新技術・新商品
開発による新事業
展開をサポート

　財団法人にいがた産業創造機構（ＮＩ
ＣＯ）では、新潟県内における新しい事
業展開や有望な産業分野への進出を応
援するため、中小企業者等が行う新技術
開発や新商品開発などの経費を助成して
います。
①高付加価値化サポート助成事業
　（一般枠）
助成対象期間 助成金額（円） 助成率
交付決定日
から１年間 50 ～ 500 万 1/2 以内

②高付加価値化サポート助成事業（特別
　枠）新エネルギー・健康医療関連分野
助成対象期間 助成金額（円） 助成率
交付決定日
から１年間 100 ～ 1,000 万 1/2 以内

■応募締切　12 月 22 日（木）17 時必着
■応募方法　交付申請書、事業計画書、
　　　　　　事業費明細書を提出。
※ 提出の前にまずは NICO までご相談く
　ださい。
※ 申請書様式は NICO のホームページ
　（http://www.nico.or.jp）からダウンロ
　ードできます。

・  ㈶にいがた産業創造機構　創業・
経営革新チーム　☎ 025-246-0051



21　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

新潟東港地域水道用水供給企業団職員を募集

新潟県地方税徴収機構から公売のお知らせ新潟県地方税徴収機構から公売のお知らせ
　町税滞納処分の一環として下記のとおり不動産公売をいたします。
　公売とは、町税の滞納者から差押えた不動産・動産などの財産を入札によって売却し、滞納者の未納と
なっている税額に売却代金を充てるものです。
　町の財政基盤である町税収入の確保、並びに納税の公平性確保のための公売です。一定の条件を満たす方
はどなたでも参加できますので、希望される方はぜひご参加ください。
※ 参加希望や何か不明な点などありましたら下記担当までご連絡ください。
※ 滞納金額が完納されたとき等、公売が予告なく中止になる場合があります。

不 動 産 公 売 入 札 情 報
入 札 開 始 日 平成24年1月11日㈬ 売却決定日時 平成24年1月23日㈪ 午前９時

入 札 終 了 日 平成24年1月13日㈮ 代金納付期限 平成24年1月23日㈪ 午後３時

開  札  日  時 平成24年1月16日㈪ 午前10時 公  売  会  場 聖籠町役場  1階  納税対策室

不 動 産 公 売 物 件 情 報
土地一括公売
●所　在　地／ウェルネスパーク聖籠地内
　　　　　　　聖籠町大字次第浜5507、5508番（2筆）
●登 記 地 目／畑
●面　　　積／381㎡（2筆合計）
●用 途 地 域／市街化区域　第一種住居地域　
●建 ぺ い 率／60%
●容　積　率／200%
●見 積 価 格／2,968,000円（約25,800円／坪）
●公売保証金／300,000円
●備　　　考／公売当日には公売保証金が必要となります。

　その後、買受代金納付期限までに、落札
価額から公売保証金を除いた額を現金で
お支払いください。

【ご留意いただく事項】
・公売財産の現況や権利関係等は必ず現地や関係公簿等を

ご確認ください。
・公売による所有権移転の手続きは、町が買い受けた方に代

わって行います。ただし、所有権移転のための諸費用（登録
免許税等）が買受代金とは別に必要になります。

・町は不動産の引渡しは行いません。
・今回の公売に参加するた
　めには農業委員会から買
　受適格証明の交付を受け、
　公売当日持参してくださ
　い。
・関係書類は下記聖籠町納
　税対策室で閲覧できます。

担当：新潟県地方税徴収機構　特別機動整理班　　☎０２５４－２１－３７６１
（または 聖籠町納税対策室　０２５４－２７－２１９１）　　

■採用予定人数　　１名程度
■採用予定日　　平成２4 年４月１日
■１次試験日　　平成２4 年１月８日（日）
■試 験 会 場　　新潟市水道局水道技術研修センター（新潟市中央区関屋下川原町 1-3-3）
■申 込 期 間　　11月28日（月）～ 12月16日（金）消印有効
■試験案内・申込用紙は企業団事務局で配布（平日の午前８時 30 分～午後５時 15 分）または郵送

※ 郵送希望の場合，返信用の長形 3 号封筒（あて名を記入し、90 円切手を貼る）を同封し、
封筒の表に「採用試験案内請求」と明記し企業団事務局へ送付してください。

■採 用 職 種
区　分 職　種 受　験　資　格

大学卒業
程度

土　木

①昭和５８年４月２日～平成２年４月１日に生まれた人
②平成２年４月２日以降に生まれ、４年制大学を卒業または、平成２４年３月３１日ま
　でに卒業する見込みの人
＊土木に関する専門科目を履修した人（見込みを含む）

新潟東港地域水道用水供給企業団事務局総務係　☎ 025-386-9111（代表）
　〒 950-3301　新潟市北区笹山１１１４番地　http://www9.ocn.ne.jp/~sinsuiki/

公売地案内図

JAPANサッカーカレッジ

新潟東港地域水道用水
供給企業団とは…

新潟市、新発田市、聖籠町及び明和工業㈱へ水道用水供給事業を行う地方公共団体です。
地方自治法上、特別地方公共団体である一部事務組合と位置付けられています。



広報聖籠 H23.12　22日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報 !!新潟情報 !!

大
き
な
一
歩

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
10
月

23
日
（
日
）、
Ｊ
1
第
30
節
、
ホ

ー
ム
・
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
ア
ビ
ス
パ
福
岡
戦

を
行
い
ま
し
た
。
第
29
節
を
終
え

て
新
潟
は
勝
ち
点
35
で
13
位
。
降

格
圏
で
あ
る
16
位
の
浦
和
レ
ッ
ズ

と
は
勝
ち
点
差
6
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

残
留
争
い
の
渦
中
に
い
た
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
す
が
、
28
節

で
は
ホ
ー
ム
で
横
浜
F
・
マ
リ
ノ

ス
を
4

−

2
で
下
し
、
続
く
29
節

ア
ウ
ェ
イ
の
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

戦
を
2

−

1
と
2
連
勝
を
記
録
し

て
い
ま
し
た
。
リ
ー
グ
終
盤
に
な

り
チ
ー
ム
と
し
て
の
戦
い
方
も
安

定
し
、
好
調
を
維
持
す
る
中
、
最

下
位
で
あ
る
ア
ビ
ス
パ
福
岡
を
ホ

ー
ム
に
迎
え
て
の
一
戦
。
勝
ち
点

を
積
み
重
ね
る
た
め
に
も
負
け
ら

れ
な
い
一
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
開
始
早
々
に
動
き
ま

す
。
前
半
2
分
、
チ
ョ
ヨ
ン
チ
ョ

ル
選
手
の
左
サ
イ
ド
か
ら
の
パ
ス

を
、
本
間
選
手
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ

リ
ア
外
か
ら
左
足
で
ミ
ド
ル
シ
ュ

ー
ト
。
今
節
に
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
挑
ん
だ
キ
ャ
プ
テ
ン
本
間

選
手
が
チ
ー
ム
に
と
っ
て
貴
重
な

先
制
点
を
挙
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
も
新
潟
は
前
線
で
の
高

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
掛
け
、
ペ
ー

ス
を
握
り
ま
す
。
後
半
に
な
る
と

前
掛
か
り
に
な
っ
た
福
岡
に
対

し
、
新
潟
は
鋭
い
カ
ウ
ン
タ
ー
で

追
加
点
を
狙
い
ま
す
。
後
半
19
分

に
は
、
こ
の
日
1
ア
シ
ス
ト
を
記

録
し
て
い
る
チ
ョ
ヨ
ン
チ
ョ
ル
選

手
の
鮮
や
か
な
ル
ー
プ
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
り
2
得
点
目
を
追
加
。

　

3
得
点
目
も
ブ
ル
ー
ノ
・
ロ
ペ

ス
選
手
の
力
強
い
ド
リ
ブ
ル
突
破

か
ら
生
ま
れ
た
好
機
を
逃
さ
ず
、

チ
ョ
ヨ
ン
チ
ョ
ル
選
手
が
再
び
決

め
、
試
合
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
3

−

0
で
試
合
を
終

え
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
半
43

分
に
裏
へ
の
抜
け
出
し
を
許
し
失

点
。
こ
の
ま
ま
試
合
は
3

−

1
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
課
題
で
も
あ
っ
た
試
合
終

了
間
際
で
の
失
点
を
ま
た
し
て
も

喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
GK
の
武

田
選
手
は
「
失
点
が
続
い
て
い
た

の
で
、
こ
の
試
合
は
0
に
抑
え
た

か
っ
た
。
も
っ
と
追
究
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
試
合
後

に
コ
メ
ン
ト
。
課
題
は
残
っ
た
も

の
の
、
ホ
ー
ム
で
し
っ
か
り
と
勝

ち
点
3
を
つ
か
み
取
っ
た
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
。
残
留
へ
向
け
て

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
12

月
は
3
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る
ホ

ー
ム
最
終
節
、
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
戦
を
残
す
の
み
。
ホ
ー
ム
で
有

終
の
美
を
飾
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

選
手
に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

大
勝
!!

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ

ー
ス
は
11
月
5
日
（
土
）、
胎
内

市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場

で
福
岡
J
・
ア
ン
ク
ラ
ス
と
な
で

し
こ
リ
ー
グ
第
16
節
を
戦
い
ま
し

た
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
で
は
年
に
一
度
、
な
で
し

こ
リ
ー
グ
を
胎
内
市
で
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
９
４
１
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
駆
け
つ
け
、
女

子
選
手
の
熱
い
戦
い
に
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
7
試
合
勝
利
の
な
か

っ
た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
シ

ュ
ー
ト
練
習
が
念
入
り
に
行
わ

れ
、
得
点
へ
の
更
な
る
意
欲
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
新
潟
が
前
線
か
ら
プ
レ

ス
を
か
け
続
け
、
終
始
ボ
ー
ル
を

支
配
し
ま
す
。
右
サ
イ
ド
を
起
点

に
攻
め
る
と
前
半
に
3
得
点
を
決

め
て
早
々
に
試
合
を
決
定
づ
け
ま

す
。
前
半
終
了
間
際
に
は
失
点
を

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

新
潟
の
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
な

く
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
7

−

1
と



23　H23.12 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

【
聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
】

　

10
月
29
日
（
土
）
に
聖
籠
中
学
校

で
行
わ
れ
た
『
聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
１
』
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聖
中
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
で
は
、
サ
ッ
カ

ー
広
場
（
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
シ

ュ
ー
ト
速
度
測
定
・
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
）

を
行
い
ま
し
た
。
小
中
学
生
が
多
く

来
て
く
れ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ

ー
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
と
試
合
を
し
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
聖
中

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
、
地
域

の
住
民
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
聖
籠
中
学
校
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
１
】

　

11
月
６
日
（
日
）
今
年
で
７
回
目

と
な
り
ま
す
、
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
が
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
は
使
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
・
宝
探
し
・
模
擬
店
な

ど
、
来
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
教
室

は
、
コ
ー
チ
・
審
判
専
攻
科
の
学
生

と
共
に
、
子
ど
も
の
年
代
に
合
わ
せ

た
ボ
ー
ル
遊
び
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ

ー
フ
ェ
ス
タ
を
通
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
に
な
っ
た
子
や
、
も
っ
と
サ

ッ
カ
ー
を
頑
張
り
た
い
と
思
う
子
が

少
し
で
も
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
子
供
た
ち
の
【
笑
顔
】
が
見

る
こ
と
が
で
き
、私
た
ち
も
【
笑
顔
】

で
楽
し
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。【

全
国
地
域
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ
決
勝
大

会
】

　

11
月
18
日
か
ら
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ

ー
カ
レ
ッ
ジ
の
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
が
参
戦
す

る
、
全
国
地
域
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
決

勝
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。
１
次
ラ
ウ

ン
ド
は
、１
グ
ル
ー
プ
４
チ
ー
ム
で
、

３
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
上
位
の
成
績
を
残
し
た
４
チ
ー

ム
が
12
月
2
日
か
ら
の
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
に
進
出
し
ま
す
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

に
進
出
す
れ
ば
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
が
近
づ

き
ま
す
。
選
手
達
は
、
こ
の
日
の
為

に
日
々
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ

昇
格
の
切
符
を
掴
ん
で
き
ま
す
。
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
へ
の

熱
い
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

報
告
・
お
知
ら
せ

〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/index.html
HFL（北信越フットボールリーグ）
情報サイト：http://www.cupsnet.com/hk/top.html

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問い合わせ先】

こ
れ
ま
で
の
得
点
力
不
足
が
嘘
の

よ
う
な
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
こ
の
日
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ

ク
の
上
尾
野
辺
選
手
。
ど
の
ゴ
ー

ル
も
高
い
技
術
が
発
揮
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
特
に
自

身
3
得
点
目
と
な
る
後
半
45
分
の

ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
は
相
手
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
が
一
歩
も
動
く
こ
と
が

で
き
な
い
ほ
ど
の
完
璧
な
も
の

で
、
奥
山
監
督
も
「
打
っ
た
瞬
間

に
入
る
と
思
っ
た
」と
絶
賛
。チ
ー

ム
の
勝
利
に
大
い
に
貢
献
し
た
上

尾
野
辺
選
手
。
改
め
て
新
潟
の
10

番
と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
リ
ー
グ
は
11
月
終
了

と
な
り
ま
し
た
が
、
12
月
に
は
全

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
男
子
の
天
皇
杯

と
同
じ
く
、
決
勝
は
元
旦
に
国
立

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

ち
ら
の
結
果
に
も
ご
注
目
く
だ
さ

い
。

※
12
月
の
試
合
日
程

〈
Ｊ
1
リ
ー
グ
〉

第
34
節　

12
月
3
日
（
土
）

　

VS
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス　

15
時
半

　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

　

ジ
ア
ム

〈
天
皇
杯
〉

第
4
回
戦　

12
月
17
日
（
土
）	

　

横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
、
栃
木
SC

　

の
勝
者

　

キ
ッ
ク
オ
フ
時
刻
、
会
場
未
定

（
記
事
・
写
真
提
供

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）
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食食
しょく

はは味味
ミ ラ ク ル

楽来楽来
～楽しく食べて健康な
　　体と心を育てましょう〜

№42

町の宝で〜す
10月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

しろたんさん 17歳

ここさん 8歳 布施 羽
は

瑠
る

介
すけ

 ちゃん

小林　咲
さき

斗
と

 ちゃん

大亀　陽
はる

真
ま

 ちゃん

宮嶋　聖
と あ

歩 ちゃん

金田 結
ゆ き な

希奈 ちゃん

吉澤　慶
けい

人
と

 ちゃん

藤井　涼
りょうが

月 ちゃん

富樫　奏
かな

太
た

 ちゃん

小林　秀
しゅうすけ

輔  ちゃん

三浦　奈
な お

緒 ちゃん

細山　更
さら

紗
さ

 ちゃん　町では、今年も年５回
コースの栄養教室が開か
れました。その目的は、

「健康づくりの基本であ
る食生活などについて広
く学び、健康づくりと、
健康な地域を目指した仲
間作りができる」です。
３回目の１０月２５日（火）
には「聖籠町の食育につ
いて」ということで、給
食センターで次のような
内容の研修が行われまし
た。
・給食センターの見学
・給食ができるまでの作
　業と衛生管理について
・聖籠町の食育について
　と食育授業体験
・出来立て給食を試食
・食育について意見交換
最後に参加者の感想を入
れ紹介いたします。

栄養教諭　五十嵐 正子

高﨑　凛
り

音
のん

 ちゃん 高﨑　玲
れ

音
のん

 ちゃん

松田　怜
れ お

生 ちゃん
ななさん 5歳おさいほう魔女

大好きさん 11歳

町保健福祉課主催の栄養教室が今年も開催されました。

　

投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛
筆
（
2
B
以

上
）
か
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
名
前
は
必
ず

書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○

○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
付
け
ま
す
。

生活習慣病って何？

五十嵐先生のお話が分かりやすく
良かった。今日教えてもらったこ
とをやってみようと思った。続け
ることが家族の健康に繋がるので
生活を見直していきたい。

給食センター内を実際に見
る事ができ調理員さんたち
の人数が少ないと思いまし
た。また、努力に感謝いた
します。

各学年のことが考えられて
いて息子達が「給食がおい
しいんだよ！」と言うのが
納得できました。今日の試
食のアップルソース早速真
似させていただきます。

大 変 勉 強 になりまし
た。朝食ひとつにして
も大事な意味があるこ
と生活習慣病について
もよく理解でき自分の
生活を見直そうと思う
きっかけになりました。

ごはん
とり肉のアップルソース
春雨のいためもの
ワンタンスープ
牛乳

当日のこんだて
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山
大
夫

小
林
純
一
さ
ん

集
落
の
い
っ
そ
う
の
絆
を

―
第
15
回
山
大
夫
ま
つ
り
―

　

10
月
9
日
（
日
）、
恒
例
の

山
大
夫
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。
集
落
全
体
で
お
互
い
の
親

睦
を
深
め
よ
う
と
の
趣
旨
で
始

ま
っ
た
こ
の
催
し
も
、
今
年
で

15
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

土
田
区
長
は
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
地
域
の
結
び
つ
き
の
大
切

さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

山
大
夫
は
こ
の
お
祭
り
を
通
じ

て
、
い
っ
そ
う
近
所
同
士
の
絆

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

朝
10
時
、
心
地
よ
い
秋
晴
れ

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
曳

く
「
み
ど
り
丸
台
輪
」
が
集
落

内
を
一
周
。
響
き
渡
る
太
鼓
の

音
に
誘
わ
れ
て
、
家
々
か
ら

三
々
五
々
と
会
場
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
老
若
男
女
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
お
昼
頃
に

は
１
５
０
人
近
く
に
な
り
ま
し

た
。「
誰
の
嫁
さ
ん
だ
か
わ
か

ら
ね
ど
も
、
み
ん
な
き
れ
い
だ

ね
」、「
あ
れ
は
ど
こ
の
子
ど
も

だ
ろ
ね
」
な
ど
の
会
話
が
聞
こ

え
ま
す
。

　

児
童
公
園
で
風
船
割
り
競
争

や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
餅
つ
き
や
綿

菓
子
作
り
を
親
子
、
孫
親
な
ど

で
楽
し
ん
だ
後
は
、
セ
ン
タ
ー

に
移
動
。
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
た

大
広
間
で
、
今
春
の
新
１
年
生

の
お
披
露
目
会
と
米
寿
と
喜
寿

を
迎
え
た
方
々
の
お
祝
い
会
。

そ
し
て
と
ん
汁
や
焼
き
そ
ば
、

つ
き
た
て
の
餅
を
食
べ
な
が
ら

の
懇
親
会
と
続
き
ま
す
。
マ
ジ

ッ
ク
や
仮
装
ダ
ン
ス
に
子
ど
も

た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
お
互
い

に
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
、
ま
あ
一

杯
」
と
、
飲
み
交
わ
し
な
が
ら

の
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
の

う
ち
に
自
慢
の
懐
メ
ロ
も
飛
び

だ
し
て
、
秋
の
一
日
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
（
土
）、
網
代
浜
の

保
安
林
内
で
「
育
は
ぐ
く
も
う
心
の
樹き

・

育そ
だ

て
よ
う
緑
み
ど
り
の
保ほ

安あ
ん

林り
ん

」
を
テ
ー

マ
に
聖
籠
町
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。地
元
亀
代
小
学
校
の
児

童
、
集
落
区

長
、
町
議
会

議
員
、
そ
し

て
日
頃
か
ら

保
安
林
の
保

護
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て

い
る
町
海
岸
砂
防
林
保
護
組
合
の

皆
さ
ん
、
総
勢
68
人
の
方
々
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
７
０
０
本
の
ク

ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
今
に
も

雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
天
候
で
し

た
が
、
参
加
者
み
な
さ
ん
の
熱
意

が
伝
わ
っ
た
の
か
雨
雲
も
遠
慮
し

た
よ
う
で
す
。

　

保
安
林
は
周
辺
集
落
を
暴
風
や

飛
砂
の
被
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
る

だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
重
要
な

役
目
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
保
安
林
で
も
松
く
い
虫

に
よ
る
被
害
や
不
法
投
棄
な
ど
の

問
題
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
保
安

林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
再
確
認
で
き
た
貴
重
な
一
日
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

10
月
29
日
（
土
）、「
日
本
一
い

き
い
き
し
た
中
学
校
」
を
目
指
し

開
校
し
た
聖
籠
中
学
校
で
開
校
十

周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
在
校
生
及
び
職
員
の
ほ
か
町

長
を
は
じ
め
、
開
校
・
運
営
に
関

わ
っ
た
大
勢
の
方
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
十
年
間
の
あ
ゆ
み
が

こ
の
日
の
た
め
に
創
作
さ
れ
た
劇

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」に
よ
っ
て
振

り
返
ら
れ
、最
後
は
新
た
に
三
部
合

唱
と
し
て
編
曲
さ

れ
た
校
歌
が
生
徒

全
員
に
よ
る
爽
や

か
な
歌
声
で
初
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
全

員
参
加
イ
ベ
ン
ト

「
人
文
字
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
秋
晴

れ
の
空
の
下
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
、
午
後
か
ら
は

恒
例
の
聖
中
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
勢
の
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

聖
籠
町
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

次
代
に
繋
ぐ
十
年
の
実
り

～ 

聖
籠
中
学
校
開
校
十
周
年 

～

大盛況だった聖中フェスティバル

演劇「タイムカプセル」で
10年の歴史がよくわかりました。
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第
３
回
は
濱
田
さ
ん
宅
（
網
代

浜
）
の
テ
ィ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

★
パ
ラ
と
テ
ィ
ア
ラ
★

　

元
々
我
が
家
で
は
、
10
年
前
か

ら
パ
グ
犬
の
パ
ラ
を
飼
っ
て
い
ま

し
た
。

　

大
変
頭

が
良
く
散

歩
を
さ
せ

る
時
に
リ

ー
ド
が
不

用
な
ほ
ど

言
う
こ
と
を
聞
く
犬
で
し
た
が
、

５
年
前
10
歳
に
な
っ
た
頃
か
ら
、

体
調
が
崩
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
な
ん
と
か
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
後
輩
犬
と
し
て
生
後
５
カ
月

の
テ
ィ
ア
ラ
も
飼
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

小
さ
な
テ
ィ
ア
ラ
と
過
ご
す
う

ち
に
対
抗
心
が
沸
い
た
の
か
元
気

が
戻
り
、
体
調
も
良
く
な
っ
て
き

た
パ
ラ
で
し
た
が
、
今
年
の
7
月

18
日
に
家
族
全
員
に
看
取
ら
れ
な

が
ら
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

寂
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ

も
元
気
な
テ
ィ
ア
ラ
の
お
陰
で
家

族
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
ま

す
。

　

散
歩
も
大
好
き
な
の
で
、
見
か

け
た
ら
優
し
く
撫
で
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
運
が
良
け
れ
ば
特
技

の
前
足
だ
け
で
進
む
逆
立
ち
歩
き

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　 ★ プロフィール ★
名前  ティアラ
生年月日  2006年11月21日
５歳の女の子
犬種  トイプードル

　

可
愛
い
ペ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
方
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
広
報
は
が
き
等
で
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
掲
載
す
る
場
合
は
総
務
課
か
ら

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

自
慢
し
た
い
ペ
ッ
ト
募
集
！

№3

一緒に食べるとおいしいね！
　10 月 21 日（金）、聖籠中学校の畑で町内こ
ども園の５歳児は、今年も５月に自分たちで植
えたさつまいもを、畑の面倒を見てくれていた
蓮潟集落の老人クラブの方々やお家の方にも
手伝ってもらい、沢山収穫しました。
　掘ったいもは各園で焼いも会を開きいただ
きましたが、亀代こども園では家庭科の授業で
訪れていた聖中の３年生にもおすそ分けし、秋
の味覚を楽しみました。


